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研究成果の概要（和文）：主な研究成果は2019年度の研究会を踏まえ、2020年度と2021年度にそれぞれ約20名の
ベトナム人介護留学生を対象に、アクションリサーチ「母語（ベトナム語）による国家試験対策の補講」（各年
16回ずつ）を実施し、国家試験合格率が低迷している背景の解明と、その解決策として次の3点の示唆を得たこ
とである。
①母語による補講は、特に日本語能力の不十分な学習者（N3程度）の読解力と知識力の向上に有効。②グループ
学習と、国家試験直前まで指導者が伴走することが、学習意欲の維持に有効。③問題文の正確な理解において漢
越語（ベトナム語の中に豊富に含まれる中国語由来語）の利用が有効。

研究成果の概要（英文）：This study conducted action research on the delivery of‘supplementary 
lectures for the national examination in the native language (Vietnamese)’ (16 times per year) for 
approximately 20 Vietnamese care worker students in 2020 and 2021. The context of Vietnamese 
students’ low pass rate on the national examination was clarified, and the following three 
implications emerged for solving the problem:  
(1) Supplementary lectures in the native language can effectively improve reading comprehension and 
knowledge acquisition, especially for learners with insufficient Japanese language skills(N3 level).
(2) The group learning and the presence of a mentor (a Vietnamese national) until just before the 
national examination can support students in maintaining their motivation to learn.(3) The use of 
Sino-Vietnamese words (words derived from the Chinese language, which are abundant in the Vietnamese
 language) can improve students’ comprehension of the questions on the national examination.

研究分野： ベトナム地域研究　文化人類学

キーワード： 外国人介護人材　ベトナム人介護留学生　国際移動　介護福祉士国家試験　漢越語　アクションリサー
チ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義は、先行研究では外国人介護留学生にとって国家試験に必要な日本語力として、「漢字」、「漢字語
彙」、「読解力」が挙げられていたが、本研究により、母語を用いた学習支援が特に日本語能力が十分ではない
学習者の読解力の向上に一定の効果があること、また、国家試験の漢字、漢字語彙を正しく理解する上で、漢越
語をうまく利用することが有効であることを具体的実証的に明らかにしたことである。
社会的意義は、ベトナム人介護人材には、留学生のみならず、介護技能実習生、特定技能「介護」労働者の中に
も国家試験合格を目指す者が多く、彼ら／彼女たちに対する効果的効率的な国家試験対策のモデルを提示したこ
とである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
日本政府は介護分野で外国人労働者の受け入れ拡大を目指している。とりわけ急増している

ベトナム人介護人材受入の持続可能性は今後を占う試金石である。2017 年度に初めて国家試験
を受験した EPA（経済連携協定）に基づくベトナム人介護福祉士候補者の合格率は 93.7%と、イ
ンドネシア、フィリピン（約 38％）を大幅に上回った。2018 年 4 月に介護福祉士養成施設に入
学した外国人留学生は 1142 人で、うちベトナムが 542 人と最多であった。しかしながら介護留
学生の国家試験合格率は低迷している（約 30～40%）。かような EPA と留学生との合格率の差の
背景に何があるのか？どのような解決策がありうるのか？これが主たる問いである。 
  
２．研究の目的 
本研究の目的は、EPA と留学生の国家試験合格率の差の主な背景として、①日本語能力、②

モチベーション、③漢越語を利用した読解力、という 3 点があるという仮説を検証すること、ま
たその解決策への視点を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
（1）研究会の開催(2019 年度) 
ベトナム人元介護留学生、介護留学生送り出しに関わっているベトナム人看護教員、介護留学

生受入れに関わっている日本人関係者を招いた研究会を複数回開催。 
 

（2）アクションリサーチの実施（2020 年度、2021 年度） 
上記（1）の研究会等で得られた知見を踏まえ、A 専門学校（調査協力校）のベトナム人留学

生（2 年生）を対象に、①日本語能力の不足を補い、②モチベーション向上を図ることをねらい
として、「母語（ベトナム語）による国家試験対策の補講」（以下、「母語による補講」）をアクシ
ョンリサーチとして実施した（表 1）。2020 年度の試行（計 16 回）を踏まえて改善した 2021 年
度には、ベトナム人看護教員（Z 医療短大）で日本の介護施設での就労経験もある B 氏を講師と
して、オンライン形式で「母語による補講」（2021 年 8 月～2021 年 12 月、計 16 回）及び「フォ
ローアップ」（補講 16 回終了後に希望者を対象に実施した学習支援）を行った。参加者の背景情
報、勉強会時の観察データを収集した他、参加者 15 名にアンケート調査を依頼し 7 名から回答
を得た（表 2）。 
 
４．研究成果 
主な研究成果は上記のアクションリサーチを通して、ベトナム人介護留学生の課題とその解

決策への視点について具体的実証的に明らかにしたことである。 
2020 年度の A 専門学校の留学生における国家試験合格率（新卒者の受験者 30 人以上）は 10%

前後であった。が、2021 年度の国家試験合格率は 2020 年度より向上した。学校全体（留学生受
験者）では 22%で、特にアンケート回答者では 7 名中 3 名が合格した。収集したデータ（cf.表
3）の解釈について共同研究者間で検討した結果、主に次の 4 つの示唆が得られた。 
（1）国家試験合格率の向上に対する効果について、先述の通り「母語による補講」に一定の効
果があった。ただし、①読解力向上を目的とした「問題文のベトナム語への逐語訳」は、N3 レ
ベル以下の学習者には一定の効果が見られたが、N2 レベルの学習者からは費用対効果が乏しい
と評価が低かった。他方、②専門知識の習得を目的とした「ベトナム語での用語解説」は、N2 レ
ベルの学習者の中にも高く評価する者がいた（参加者の中に N1 の学習者はいなかったため、N1
の学習者への効果は未詳である）。 
 
（2）学習意欲の向上に対する効果について、①グループ学習、及び、②国家試験直前まで指導
役の者が伴走し続ける（独学では分からない問題に対する「ベトナム語での用語解説」等）こと
に一定の効果があること。 
 
（3）問題文の正確な理解における漢越語（ベトナム語の中に豊富に含まれる中国語由来語）利
用の有効性が確認された。 
 
（4） ベトナム人介護留学生の中にベトナムで看護学校を卒業した者が多く含まれていること
に、これまで以上に留意して、そのことを活かした対策方法を検討する余地があること。なおこ
の示唆はベトナム人介護技能実習生に対する学習支援にも適用できる可能性がある。筆者の調
査（引用文献①）では、近年留学生数を上回るペースで増加したベトナム人介護技能実習生の中
にもベトナム看護学校既卒者は多く、また国家試験受験希望者が多い。 
 
 
 
 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1 アクションリサーチ（「母語による補講」と「フォローアップ」）の概要 

実施時期 実施内容 

2020 年 10 月下旬～

2021 年 1 月下旬 

2020 年度の 2 年生を対象とした「母語を用いた補講」の実践（計

16 回）、参加留学生のフィードバック及び共同研究者のコメン

トを踏まえ 2021 年度の実践内容を調整 

2021 年 7 月上旬 2021 年度 2 年生を対象に「母語を用いた補講」の説明会開催（国

家試験受験に向けての意識づけ） 

2021 年 8 月 15 日～

12 月 5 日 

・毎週日曜日午後 8 時から 10 時頃まで、オンライン形式にて

「母語を用いた補講」の実施（計 16 回） 

・取り上げた過去問は「生活支援技術」(26 問)、「認知症の理解」

（10 問）、「介護過程」（8 問）、「こころとからだのしくみ」（12

問）、「障害の理解」（6 問）、「介護の基本」（10 問）、「総合問題」

（12 問）、「社会の理解」（10 問） 

・先輩や教員による講義「漢越語を利用した漢字学習」、「認知

症の理解」、「こころとからだのしくみ」、「社会の理解」 

・宿題として『介護の言葉と漢字ワークブック ベトナム語版 

毎日の漢字テスト』1 日 1 ページを課す（1 週間分をティーチン

グアシスタントに提出） 

2021 年 12 月中旬～

2022 年 1 月下旬 

「補講」終了後に継続を希望する声があり、希望者を対象に週

1 回 2 時間ほど母語による学習支援を実施（＝フォローアップ） 

2021 年 12 月 6 日～

12 月 13 日 

参加者からの評価に関するアンケート調査の実施 

2022 年 4 月中旬 参加者 2 名を対象にインタビュー（読解力が高い者の漢越語利

用能力の高さを確認）の実施 

2022 年 6 月中旬 参加者の中の国家試験合格者 4 名を対象に FGDs（日本語能力

との関係、等について）の実施 

 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 表 2 アンケート回答者とアンケート非回答者の比較 

項目 

アンケート 

回答者

(N=7) 

アンケート

非回答者

(N=8) 

年齢（平均） 23.7 22.8 

男女比 男 2 女 5 男 2 女 6 

滞日年数（平均） 
2 年 10 カ

月 
2 年 9 か月 

Z 医療短大看護学科既卒者数 5 2 

日本語学校在籍期間（平均） 2 年 2 カ月 1 年 2 か月 

実施前の 8 月の模擬スコア（平均） 50.4 43.3 

勉強会（10 回中）参加回数（平均） 9.3 6.8 

漢字宿題提出回数（平均） 9.6 6.1 

12 月 7 日（アンケート依頼直前）模擬スコア

（平均） 
71.4 51.1 

国家試験点数（平均）※ 71.4 60.1 

 ※備考：自己採点に基づく点数 



 
 
 

 
＜引用文献＞ 
①比留間洋一、道上史絵、曽根允、静岡県内のベトナム人介護実習生の実態に関する調査レポー
ト、2022（http://shizuoka-wel.jp/foreign-report/） 

表 3 自由記述の内容 

Q. オンライン勉強会全体（全 16 回）を通して,あなたが自分で変化・成長したと思うこと 

・各種の認知症や認知症の方々へのケアの仕方について理解でき,より明確になった。 

・模擬試験の得点が少し上がった。 

・勉強会はとても有益だと思います。これまでの勉強会でとても多くの知識について学ぶ

ことができました。自分の知識が大きく変化したと感じています。現時点の私は国家資格

に至る道により多くの自信を持っています。 

・学習へのモチベーションをもち,多くの有益な知識を補充する手助けとなりました。 

・先生方と参加者の指導で,多くの有益な知識を学ぶことができ,私がわからない問題は先生

がよく理解できるようにして下さいました。そのお蔭で勉強と試験対策に高いモチベーシ

ョンが得られました。 

・16 回の勉強会を通して私は多くの知識,勉強方法を知ることができ,解答する時の時間配分

について知り,新しい単語と漢字を沢山学びました。一番大きな変化は得点だと思います。

初めて解答した時の得点は 50 点でした。16 回のプログラム終了時の私の得点は 77 点で,22

点も向上しました。 

Q. オンライン勉強会への改善点など自由に書いてください 

・（この記述のみ日本語で書かれていた。意味が通るように筆者が多少日本語に手を加え

た）問題文と選択肢をベトナム語に訳す必要があるので,時間がかかり,解いた問題数が多く

ならない。 

・もっと勉強会の回数が多いほうがいい。 

・もしプログラムがさらにもう少し長期間だったら,私たちはもっと多くの知識を吸収する

ことができると思います。 

・改善点は沢山はありませんが,私の個人的な視点では,自宅での宿題は実践的であるために,

おそらく状況設定の文章あるいはよく試験に出る間違えやすい知識に関する文章を全員に

訳させてみて,慣れさせることで,問題を読む時間を短くすることができます。というのも,私

のように日本語が下手な者にとっては,推測はできますが,読解する時によく困難がある（あ

るいは誤解する）からです。文章を訳すと,みんなの訳し方やよく間違える点を知ることが

できます。クラスの中の一人ひとりの知識のレベルが異なっていて,また仕事,勉強,学校の試

験があって,初めのころはとても難しかったですが,みんな頑張ったので,みんなの翻訳力が安

定したら,知識を沢山増やすスピードを上げられました。あと,自宅での宿題はベトナムでの

質問を追加して本で調べさせて理解させてもよいかと思います。たとえば,「尿失禁には何

種類あり,分類：切迫性は溜尿機能に障害があり,強い尿意はあるが,トイレまで尿をこらえき

れない。脳血管症,膀胱炎,前立腺肥大症,尿路感染症等に多く見られる」という風に。上記は

私の個人的な考えなので実践的かどうかはよく分かりません。 
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